
  

   
               

 
2019年３月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        2018年10月30日

上場会社名 株式会社 オートバックスセブン 上場取引所  東 

コード番号 9832 ＵＲＬ  https://www.autobacs.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役 （氏名）小林 喜夫巳 

問合せ先責任者 （役職名） 経理・財務部長 （氏名）高野 浩之 ＴＥＬ  03-6219-8787 

四半期報告書提出予定日 2018年11月６日 配当支払開始予定日 2018年11月26日 
 
四半期決算補足説明資料作成の有無： 有      
  
四半期決算説明会開催の有無      ： 有     （証券アナリスト・機関投資家向け） 
 
 

  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 97,536 △1.0 1,508 △32.3 1,849 △24.5 595 △54.8 

2018年３月期第２四半期 98,473 3.5 2,227 72.0 2,451 56.8 1,317 84.6 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 907 百万円 （△55.7％）   2018年３月期第２四半期 2,047 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 7.22 － 

2018年３月期第２四半期 15.97 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年３月期第２四半期 182,713 125,771 68.6 1,518.73 

2018年３月期 187,354 127,352 67.7 1,537.59 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 125,309 百万円   2018年３月期 126,866 百万円 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 

2019年３月期 － 30.00       

2019年３月期（予想）     － 30.00 60.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 215,000 1.3 9,000 15.5 10,000 21.6 6,800 25.8 82.41 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 
 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    
 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 84,050,105 株 2018年３月期 84,050,105 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 1,540,705 株 2018年３月期 1,540,020 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 82,509,831 株 2018年３月期２Ｑ 82,511,622 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

 

（四半期決算説明会内容の入手方法） 

 当社は2018年10月31日に証券アナリスト・機関投資家向けに決算説明会を開催する予定です。この説明会で利用する資料及び説明会の模

様（動画）については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、2019年３月期より、経営資源の配分および業績評価に関して、５つの事業に変更いたしましたが、報告セ

グメントとしては、各事業の性質と規模を考慮し、「国内オートバックス事業」「海外事業」「ディーラー・BtoB・

ネット事業」の３つに区分いたしました。

また、前連結会計年度において営業外収益および販売費及び一般管理費で表示しておりましたクレジット事業等の

収益および費用は、営業活動の拡大を行うこととなったため、売上高および売上原価に含めて表示することとし、従

来、「その他」として表示していた事業区分に含め、新たに「その他の事業」として報告セグメントに追加し、４区

分といたしました。

なお、以下の文中における数値および前年同期比は、これらの変更後のものに基づき、記載しております。

 

経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における国内の自動車関連業界の動向といたしましては、新車販売台数は回復傾向だっ

たものの、中古車登録台数は前年実績を下回っており、自動車関連商品の需要も、依然として厳しい状況が続いてお

ります。

このような状況のもと、当社グループは2020年３月期を最終年度とする「2017中期経営計画」において、「国内オ

ートバックス事業の再生」と「将来に向けた成長ドライバーの育成」を軸に、収益の拡大と資産効率向上のための施

策に注力しております。

当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比1.0％減少の975億36百万円、売上総利益

は前年同期比3.8％減少の307億97百万円、販売費及び一般管理費は前年同期比1.7％減少の292億88百万円、営業利益

は前年同期比32.3％減少の15億８百万円となりました。経常利益は前年同期比24.5％減少の18億49百万円となりまし

た。また特別損失として、災害による損失６億89百万円、子会社統合による特別退職金２億70百万円を計上いたしま

した。この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比54.8％減少の５億95百万円となりました。

 

セグメントごとの業績は、以下のとおりであります。 

〔国内オートバックス事業〕 

当第２四半期連結累計期間における日本国内のオートバックスチェン（フランチャイズチェン加盟法人店舗を含

む）の全業態の売上高は、前年同期比で既存店0.2％の増加、全店0.3％の増加となりました。

国内オートバックスチェンでは、タイヤにおいては売場展開を強化したプライベートブランドを中心とした低価格

帯商品が好調だったものの、全国的に夏タイヤへの履き替え需要が2018年３月に多く発生したことなどが影響し、売

上が伸び悩みました。一方で、カーエレクトロニクスに関しては、販売施策の強化も奏功し、新商品を中心にカーナ

ビゲーションの売上が堅調であったことに加え、昨年10月以降、運転時の安全に対する意識の高まりに伴い、各店舗

においてドライブレコーダーの品揃えと販売体制を強化したことにより、売上が好調に推移いたしました。さらに、

プライベートブランド「AQ.（オートバックスクオリティ.）」やクルマに関わるライフスタイルを提案するブランド

「JKM（ジェイケーエム）」「GORDON MILLER（ゴードンミラー）」のラインアップを拡大し、店舗における商品の魅

力度を向上させました。

また、2018年３月には日本初のクルマを通じたライフスタイルショップ「JACK & MARIE（ジャックアンドマリ

ー）」のリアル店舗「JACK & MARIE横浜ベイクォーター」を初出店し、2018年９月には２号店である「JACK & MARIE 

ららぽーと名古屋みなとアクルス」をオープンするとともに、各イベントへの出展も継続することで、ブランドの認

知度向上に努めました。

さらに前期から引き続き、店舗における接客状況の分析に基づき、売場における人員配置や従業員の時間管理など

の店舗オペレーション改善を進めるとともに、売場やピットなど、ハード面のリノベーションも進めております。

車検・整備は、車検を受けていただいたお客様向けのサービス「安心３つ星補償」で他社との差別化を図り、次回

車検予約獲得の推進、15分受け入れ点検などのピットオペレーションの改革を進め、さらには「プロフェッショナル

でフレンドリーな存在」を象徴する存在として、実際の店舗で働く整備士の中から「AUTOBACS GUYS（オートバックス

ガイズ）2018」を選出し、テレビＣＭや店頭における宣伝活動を展開いたしました。しかしながら、車検対象の車両

台数が少なかったことが影響し、車検実施台数は前年同期比5.9％減少の約29万9,000台となりました。

車買取・販売は、中古車の買取強化とカーズ加盟店のコスト削減のため、2018年３月末にカーズフランチャイズチ

ェン契約内容の見直しを行いました。また、今期より車買取事業を当セグメントへ移管いたしました。当第２四半期

連結累計期間において、収益性の低い３店舗を閉店し、営業活動を集中強化したことにより、国内オートバックス事

業における総販売台数は前年同期比1.3％増加の約14,400台となりました。

出退店は新規出店が１店舗、退店が７店舗あり、2018年３月末の603店舗から597店舗となりました。なお９月末の

カーズ加盟店舗は前年度末より１店舗減少の423店舗となりました。
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これらの結果に加え、2018年３月期においてオートバックスチェンの店舗を運営する当社連結対象子会社をフラン

チャイズチェン加盟法人に事業譲渡したこと、前期に低下させていた当社からの店舗の仕入原価率を通常に戻したこ

とや、物流システムに関わる費用が減少したことなどにより、当第２四半期連結累計期間の国内オートバックス事業

の売上高は810億21百万円（前年同期比2.8％減少）となり、セグメント利益は53億94百万円（前年同期比6.6％減少）

となりました。

 

〔海外事業〕 

海外事業における売上高は53億74百万円（前年同期比17.0％増加）、セグメント損失は３億57百万円（前年同期は

３億20百万円のセグメント損失）となりました。小売・サービス事業として、タイにおいては、前期に引き続きPTGグ

ループのガソリンスタンドモールへの小型店の積極的な出店により、売上が増加いたしました。フランスにおいて

は、フランチャイズチェン加盟法人店舗を現地子会社が直営化したことにより連結対象店舗が２店舗増加し、前期比

で売上高、粗利益が増加し、営業利益は前年並みとなりました。また、シンガポールで行っているカーシェアリング

の車両に対するメンテナンスサービスは順調だったものの、店舗スタッフの一時的な減少により収益が減少いたしま

した。卸売事業においては、中国において、事業拡大に向けた経費が増加したものの、中国国内向けカー用品卸売が

伸長し、営業損失が縮小いたしました。さらにロシアへの海外向けプライベートブランドのオイル販売に加え、アセ

アン地域で現地ハイパーマーケットなどへのカー用品の卸売が増加いたしました。

海外における出退店は、新規出店が６店舗、退店が２店舗あり合計45店舗になりました。

 

〔ディーラー・BtoB・ネット事業〕 

ディーラー・BtoB・ネット事業における売上高は143億57百万円（前年同期比4.5％増加）、セグメント損失は７億

86百万円（前年同期は３億74百万円のセグメント損失）となりました。輸入車ディーラー事業は各拠点の営業体制を

強化し、営業活動に尽力いたしました。さらに、2017年11月に東京都練馬区に２拠点、2018年８月に東京都杉並区に

１拠点増えたことにより、売上が増加いたしました。BtoB事業は、オイルの卸売において値上げをしたことなどによ

り、売上高は増加いたしました。また、アクセサリーなどの収益改善が進んだものの、オイル原価と物流コストの高

騰が引き続き影響し、営業利益は前期比で減少いたしました。また、2018年７月に新たに株式会社CAPスタイルを設立

し、卸売事業を行っているコアーズインターナショナル株式会社およびパルスター株式会社から事業を譲受け、集約

することで、今後の事業拡大に向けた体制整備を進めました。

ネット事業は、品揃え、チャネル、プロモーションなどの再構築に取り組んでおり、外部モールを３チャネルから

１チャネルに集中させ、効率化を進めるとともに、自社サイトのリニューアルに向けた準備を進めました。またBtoB

事業向けのインターネット販売のプラットフォームの構築に努めています。

 

〔その他の事業〕

その他の事業における売上高は11億20百万円（前年同期比3.8％減少）、セグメント利益は２億55百万円（前年同

期比9.3％減少）となりました。これは主に保険に関わる手数料収入の減少によるものです。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 39,069 37,357 

受取手形及び売掛金 23,600 26,041 

商品 16,419 18,600 

未収入金 21,972 16,695 

未収還付法人税等 32 153 

その他 10,693 10,273 

貸倒引当金 △92 △90 

流動資産合計 111,695 109,030 

固定資産    

有形固定資産    

土地 22,627 21,572 

その他（純額） 18,599 18,614 

有形固定資産合計 41,226 40,187 

無形固定資産    

のれん 1,170 1,155 

その他 4,879 4,461 

無形固定資産合計 6,050 5,616 

投資その他の資産    

差入保証金 14,181 14,100 

その他 14,254 13,815 

貸倒引当金 △54 △37 

投資その他の資産合計 28,381 27,879 

固定資産合計 75,658 73,682 

資産合計 187,354 182,713 

負債の部    

流動負債    

買掛金 20,710 23,643 

短期借入金 3,252 3,289 

未払金 12,626 10,655 

未払法人税等 3,014 531 

ポイント引当金 237 132 

その他 6,582 6,174 

流動負債合計 46,425 44,426 

固定負債    

長期借入金 2,190 1,320 

引当金 76 41 

退職給付に係る負債 1,051 1,014 

資産除去債務 2,110 2,184 

その他 8,147 7,954 

固定負債合計 13,575 12,515 

負債合計 60,001 56,941 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 33,998 33,998 

資本剰余金 34,298 34,298 

利益剰余金 59,639 57,759 

自己株式 △2,773 △2,774 

株主資本合計 125,163 123,281 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,924 2,161 

為替換算調整勘定 470 523 

退職給付に係る調整累計額 △692 △657 

その他の包括利益累計額合計 1,703 2,027 

非支配株主持分 486 462 

純資産合計 127,352 125,771 

負債純資産合計 187,354 182,713 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 98,473 97,536 

売上原価 66,457 66,738 

売上総利益 32,016 30,797 

販売費及び一般管理費 29,788 29,288 

営業利益 2,227 1,508 

営業外収益    

受取利息 38 34 

受取配当金 61 49 

持分法による投資利益 58 89 

情報機器賃貸料 355 363 

その他 592 629 

営業外収益合計 1,106 1,165 

営業外費用    

支払利息 17 14 

情報機器賃貸費用 428 404 

固定資産除却損 220 83 

その他 216 321 

営業外費用合計 883 824 

経常利益 2,451 1,849 

特別利益    

投資有価証券売却益 123 － 

受取保険金 － 97 

特別利益合計 123 97 

特別損失    

減損損失 166 － 

特別退職金 － 270 

災害による損失 － 689 

特別損失合計 166 960 

税金等調整前四半期純利益 2,408 987 

法人税、住民税及び事業税 938 261 

法人税等調整額 130 148 

法人税等合計 1,068 409 

四半期純利益 1,339 577 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,317 595 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
21 △17 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 492 237 

為替換算調整勘定 209 63 

退職給付に係る調整額 － 35 

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △6 

その他の包括利益合計 708 329 

四半期包括利益 2,047 907 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,027 920 

非支配株主に係る四半期包括利益 20 △12 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 2018年２月16日)等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

(表示方法の変更)

前第２四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」および「販売費及び一般管理費」に含め

ておりましたクレジットカード事業等の収益および費用は、近年多様な金融決済手段の登場や、国内オートバ

ックス事業において、独自のポイント制度から共通のポイント制度へ移行したことなどを機に営業活動の拡大

を行うこととなったため、クレジットカード事業等の重要性が増し、報告セグメントに含めることとなったこ

とから、第１四半期連結会計期間より「売上高」および「売上原価」に含めて表示することに変更いたしまし

た。 

この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行って

おります。 

この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書において「営業外収益」の「そ

の他」および「販売費及び一般管理費」に表示しておりました367百万円および45百万円は、「売上高」367百

万円および「売上原価」45百万円として組み替えております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注２） 

 
国内オート 
バックス 
事業 

海外事業 
ディーラー 
・BtoB・ 
ネット事業 

その他の 
事業 

合計 

売上高              

外部顧客への売上高 82,688 4,446 10,476 862 98,473 - 98,473 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

634 149 3,267 302 4,353 △4,353 - 

計 83,323 4,595 13,743 1,164 102,826 △4,353 98,473 

セグメント利益又は 

損失（△） 
5,775 △320 △374 281 5,361 △3,133 2,227 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△3,133百万円は各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、主に一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「ディーラー・BtoB・ネット事業」において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産

グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上い

たしました。当該事業による当第２四半期連結累計期間の減損損失の計上額は166百万円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注２） 

 
国内オート 
バックス 
事業 

海外事業 
ディーラー 
・BtoB・ 
ネット事業 

その他の 
事業 

合計 

売上高              

外部顧客への売上高 80,428 5,232 11,048 827 97,536 - 97,536 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

592 142 3,308 293 4,337 △4,337 - 

計 81,021 5,374 14,357 1,120 101,873 △4,337 97,536 

セグメント利益又は 

損失（△） 
5,394 △357 △786 255 4,506 △2,997 1,508 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△2,997百万円は各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、主に一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 従来、「その他」と表示しておりました事業区分は、クレジットカード事業等の営業活動の拡大を目的

とした会社組織の変更に伴い、第１四半期連結会計期間より、「その他の事業」として報告セグメントに

含めることといたしました。

 また管理区分の見直しを行ったため、第１四半期連結会計期間より、「国内オートバックス事業」に含

まれていたネット関連販売事業を「車・ディーラー・BtoB事業」に、「車・ディーラー・BtoB事業」に含

まれていた車買取専門店事業を「国内オートバックス事業」に、それぞれ事業の所属セグメントを変更い

たしました。この所属セグメントの変更に伴い、報告セグメントの名称を「車・ディーラー・BtoB事業」

から「ディーラー・BtoB・ネット事業」に変更いたしました。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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